令和3年度ＩＬＣ講演会等講師派遣事業実施要領


（趣旨）
第１　本要領は、県内の高等学校が開催するＩＬＣ講演会等への講師の派遣に必要な事項を定める。

（講演会等）
第２　本事業の対象とする講演会等は、県内の高等学校が開催する、ＩＬＣに関連する内容の講演会、研修会、ワークショップ等とする。

（実施計画書の提出）
第３　ＩＬＣ講演会等への講師の派遣を希望する高等学校は、ＩＬＣ講演会等実施計画書を県に提出するものとする。

（事業の内定）
第４　県は、第３により提出された実施計画書に係る講演会等に講師を派遣することが適当と認められる場合は、当該高等学校に対し通知を行うものとする。

（謝金及び旅費）
第５　講師に対する謝金及び旅費は県が負担するものとし、この場合の謝金及び旅費の額は以下による。
⑴　謝金
謝金の額は、「講習会等の講師に対する報償費の支給基準について」（昭和50年１月17日人第427号）による。
⑵　旅費
旅費は、交通費（鉄道賃、船賃、航空賃、車賃）、現地経費、宿泊料とし、県の規定により支給する。

（講師派遣依頼書の提出）
第６　県から第４の通知を受けた高等学校は、講師を依頼しようとする専門家等と講演等に関する調整を行い、内諾を得た場合は、県にＩＬＣ講演会等講師派遣依頼書を提出するものとする。

（事業の決定及び講演依頼）
第７　県は、第６により提出された講師派遣依頼書により講師を派遣することが適当と認められる場合は、講師派遣依頼書記載の専門家等に対し講師を依頼するものとする。

（完了報告）
第８　事業を実施した高等学校は、事業完了後速やかにＩＬＣ講演会等完了報告書を県に提出するものとする。





様式１（第３関係）
ＩＬＣ講演会等実施計画書

	学校名
	
	担当者
	
	連絡先
	



	１．講演等の内容
（ILCとの関連を記載）
	演題等「　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

	
	（概要）




	２．目的
	



	３．講師を依頼しようとする専門家等
	所属及び
役職等
	

	
	ふりがな
	
	住　所
	〒


	
	氏　名
	
	
	

	４．講師選定理由
	



	５．講演時期・時間
	年　　月　（　　時間　　分程度）

	６．会場
	
	７．対象（学年、課程、人数）
	

	８．謝金の額
	円／時間　×　　　　時間　＝　　　　　　　円

	９．行程及び交通費
	往路
	





	

円

	
	復路
	





	

円

	10．備考
	（講師の行程が１泊２日となる場合は、その理由を記載。）






※　１及び３、５～８の記載は概要で差し支えないこと。
※　９には、講師の拠点から学校までの経路と交通費を記載のこと。
様式２（第４関係）
Ｉ事第　号
令和　年　月　日

　　　　　　　　　　様

岩手県ＩＬＣ推進局事業推進課総括課長

ＩＬＣ講演会等の実施について
令和　年　月　日付　　　　　　により提出されたＩＬＣ講演会等実施計画書について、計画書記載のとおり講演等を実施することとして進めてください。
今後、講演会等の詳細が決定した後は、ＩＬＣ講演会等講師派遣依頼書（様式３）を当職あて提出してください。
なお、謝金及び旅費の概算額は下記のとおりですので、講演依頼の際の参考としてください。ただし、記載の金額は現時点での概算金額であり、今後の講師との調整により額が変更となる場合があるので、留意願います。
記
１　演題等


２　講師


３　実施時期


４　対象


５　謝金及び旅費（概算額）
⑴　謝金　　　　　　円（　　　　　円／時間×　　時間）
⑵　旅費　　　　　　円（　　　　　　～　　　　　・往復）


様式３（第６関係）
ＩＬＣ講演会等講師派遣依頼書

	学校名
	
	担当者
	
	連絡先
	



	１．講演等の内容
（ILCとの関連を記載）
	演題等「　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

	
	（概要）




	２．目的
	



	３．講師として派遣を希望する専門家等
	所属及び
役職等
	

	
	ふりがな
	
	住　所
	〒


	
	氏名
	
	
	

	
	電話番号
	
	E-mail
	

	４．講師選定理由
	



	５．講演日時
	　　　年　　月　　　日　　時　　分　～　　時　　分（　　時間　　分）

	６．会場
	
	７．対象（学年、課程、人数）
	

	８．謝金の額
	円／時間　×　　　　時間　＝　　　　　　　円

	９．行程及び交通費
	往路
	





	

円

	
	復路
	





	

円

	10．備考
	（講師の行程が１泊２日となる場合は、その理由を記載。）




※　９には、講師の拠点から学校までの経路と交通費を記載のこと。

様式４（第７関係）
Ｉ事第　号
令和　年　月　日

　　　　　　　　　　様

岩手県ＩＬＣ推進局事業推進課総括課長

ＩＬＣ講演会等に係る講師の依頼について
このことについて、下記講演会でのご講演をお願いいたします。
つきましては、講師を御承引いただける場合は、令和　年　月　日までに別紙をご提出願います。
記
１　演題等


２　日時


３　会場


４　謝金及び旅費
⑴　謝金　　　　　　円
⑵　旅費　　　　　　円
※　実際の御支払額は、上記金額から源泉徴収を行った後の額となります。


様式４別紙
令和　年　月　日

岩手県ＩＬＣ推進局事業推進課総括課長　　様

（氏名）　　　　　　　　　　　　　

令和　年　月　日付Ｉ事第　号により依頼がありました講演会の講師を引き受けます。
なお、謝金及び旅費の振込先等は下記のとおりです。
記
	ふりがな
	

	氏　　　名
	

	住　　　所
	〒

	
	

	振込先
	金融機関名
	

	
	本支店名
	

	
	口座種別
	

	
	口座番号
	

	
	口座名義
	

	摘　　要
	





様式５（第８関係）
[bookmark: _GoBack]ＩＬＣ講演会等完了報告書

	学校名
	
	担当者
	
	連絡先
	



	１．講演内容
	演　題「　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

	
	（概要）




	２．講師
	所属及び
役職等
	

	
	氏名
	

	３．日時
	

	４．会場
	

	５．参加者（学年及び課程、人数）
	


	６．成果等
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令和 3 年度 ＩＬＣ 講演会 等 講師派遣 事業 実施 要領       （趣旨）   第 １   本要領は 、 県内の高等学校が開催するＩＬＣ講演会等への講師の派遣に必要な事項を定める。     （講演会等）   第２   本事業の対象とする講演会等は、県内の高等学校が開催する、ＩＬＣに関連する内容の講演 会、研修会、ワークショップ等とする。     （実施計画書の提出）   第 ３   ＩＬＣ講演会等への講師の派遣を希望する高等学校は、ＩＬＣ講演会等実施計画書を県に提 出するものとする。     （事業の 内定 ）   第 ４   県は、 第 ３により 提出された 実施 計画書 に 係る 講演会等 に 講師 を 派遣 することが 適当と認め られる 場合は、 当該高等学校に対し 通知 を行う ものとする 。     （ 謝金 及び 旅費 ）   第 ５   講師に対 する謝金及び旅費は 県が負担するものと し、この場合の謝金及び旅費の額は以下に よる 。   ?   謝金   謝金の額 は 、 「 講習会等の講師に対する報償費の支給基準について 」 （昭和 50 年１月 1 7 日 人第 427 号） による。   ?   旅費   旅費は、交通費（鉄道 賃 、船賃、航空賃、車賃 ） 、現地経費、宿泊料とし、 県の規定により 支給する。     （ 講師 派遣依頼 書の提出 ）   第 ６   県から 第 ４ の 通知 を受けた 高等学校 は、 講師を依頼しようとする専門家等と 講演 等に関する 調整を行い、 内諾を得た 場合は 、 県 に ＩＬＣ 講演会等講師派遣依頼書 を提出する ものとする 。     （ 事業の決定及び講演依頼 ）   第 ７   県は、 第 ６ により提出された 講師派遣依頼書に より講師を 派遣することが適当と認められ る 場合は、 講師派遣依頼書記載の 専門家等 に対し 講師 を依頼する ものとする 。     （ 完了報告 ）   第 ８   事業を実施した 高等学校は、事業完了後 速やかに ＩＬＣ 講演会 等 完了報告書 を県に提出する ものとする。            

